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お
か
や
ま
森
づ
く
り

　
県
民
税
事
業
の
取
組

　
状
況
に
つ
い
て

　
岡
山
県
で
は
、
県
民
共
有
の
財
産
で

あ
る
森
林
を
健
全
な
姿
で
次
の
世
代
に

引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
、
「
お
か
や

ま
森
づ
く
り
県
民
税
」
を
財
源
と
し

て
、
森
林
を
守
り
育
て
る
た
め
の
施
策

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
平
成
十
六
年

度
は
三
つ
の
目
標
に
沿
っ
て
十
三
の
事

業
（
総
額
約
二
億
七
千
四
百
万
円
）
を

実
施
し
ま
し
た
。
本
年
度
も
十
二
の
事

業
に
総
事
業
費
四
億
三
千
八
百
万
円
で

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
若
い
担
い
手
の
育
成
確
保

と
県
産
材
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
の

事
業
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

図
る「
ニ
ュ
ー
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
創
造
事

業
」か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　「
ニ
ュ
ー
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
育
成
支
援

事
業
」は
、
合
理
化
計
画
を
作
成
し
、

県
知
事
の
認
定
を
受
け
た
林
業
事
業
体

が
若
手
ニ
ュ
ー
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
に
職
場

内
研
修
を
実
施
す
る
場
合
、
一
人
あ
た

り
月
額
二
万
円
を
技
術
習
得
推
進
費
と

し
て
二
年
間
に
限
り
助
成
を
行
い
ま

す
。
平
成
十
六
年
度
に
は
、
二
十
二
人

の
ニ
ュ
ー
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
を
養
成
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、「
ニ
ュ
ー
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
創

造
事
業
」
は
、
広
く
県
民
に
親
し
ま
れ

て
い
る
森
林
利
用
施
設
の
環
境
整
備

伐
、
下
草
刈
り
、
歩
道
整
備
等
の
施
業

を
通
じ
て
、
ニ
ュ
ー
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
が

林
業
技
術
を
習
得
す
る
事
業
で
、
平
成

十
六
年
度
に
は
、
二
百
四
十
六
㌶
の
森

林
整
備
と
二
、
〇
八
一
人
・
日
の
雇
用

を
創
出
し
ま
し
た
。
　

　
平
成
十
七
年
度
に
お
い
て
も
、

ニ
ュ
ー
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
五
十
人
の
養
成

や
森
林
二
百
㌶
の
整
備
、
年
間
二
、
二

六
〇
人
・
日
の
雇
用
を
確
保
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
、
林
業
の
発
展
及
び
森
林

の
も
つ
公
益
的
機
能
が
持
続
的
に
発
揮

さ
れ
る
よ
う
、
「
お
か
や
ま
森
づ
く
り

県
民
税
」
を
活
用
し
、
森
林
の
適
正
な

整
備
と
保
全
に
努
め
ま
す
。

（
林
政
課
林
業
振
興
班
）

（担い手の育成確保と木材の利用促進）
　※　施策目標の２本目の柱

　平成17年度事業実施計画
　　　　　　　　（合計：81,128千円）
　　○森林保全担い手対策事業

――――――――40,928千円
　　○木とふれあう環境づくり推進事業

――――――――20,200千円
　　○エコ工法推進モデル事業

――――――――10,000千円
　　○木の潤い空間整備事業

――――――――10,000千円

『
若
い
担
い
手
の
育
成
確
保
』

　
森
林
保
全
担
い
手
対
策
事
業

　
林
業
は
、
森
林
か
ら
木
材
な
ど
の
林

産
物
を
生
産
す
る
経
済
活
動
で
あ
る
と

同
時
に
、
森
林
整
備
を
通
じ
て
水
源
か

ん
養
機
能
や
県
土
の
保
全
機
能
、
地
球

温
暖
化
の
防
止
な
ど
、
森
林
の
持
つ
公

益
的
機
能
の
持
続
的
な
発
揮
に
寄
与
し

て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
森
林
整
備
の
担
い
手
は

昭
和
六
十
年
頃
か
ら
、
急
速
に
減
少
し

て
い
ま
す
。
林
業
労
働
力
の
中
核
的
担

い
手
で
あ
る
森
林
組
合
作
業
班
員
数
の

推
移
で
み
る
と
、
平
成
十
五
年
の
就
業

者
数
は
、
昭
和
六
十
年
の
一
、
五
八
三

人
か
ら
四
八
四
人
に
ま
で
減
少
し
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。

　
そ
こ
で
、
将
来
の
林
業
を
担
う
若
い

林
業
就
業
者
の
育
成
と
定
着
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
「
お
か
や
ま
森
づ
く
り

県
民
税
」
を
財
源
と
し
て
、
「
森
林
保

全
担
い
手
対
策
事
業
」
を
平
成
十
六
年

度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
林
業
事
業
体
の
行
う

職
場
内
研
修
に
対
し
て
助
成
を
行
う

「
ニ
ュ
ー
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
育
成
支
援
事

業
」
と
従
来
の
公
共
事
業
の
枠
に
と
ら

わ
れ
な
い
新
し
い
森
林
環
境
整
備
を
通

じ
て
ニ
ュ
ー
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
の
育
成
を
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『
県
産
材
の
利
用
促
進
』

木
と
ふ
れ
あ
う
環
境
づ
く
り

推
進
事
業
に
つ
い
て

　
県
産
材
の
適
切
な
利
用
は
、
林
業
と

木
材
産
業
の
活
性
化
を
通
じ
て
森
林
の

整
備
に
貢
献
し
、
県
土
の
保
全
や
水
資

源
の
か
ん
養
な
ど
と
い
っ
た
森
林
の
持

つ
多
面
的
機
能
の
発
揮
に
寄
与
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
木
材
利
用
は
二
酸
化
炭
素
の

固
定
、
製
造
加
工
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
量
の
減
少
な
ど
、
地
球
温
暖
化
防
止

に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
木
材
の
良
さ
を
実
感
し
て
も
ら
い
、

県
産
材
の
利
用
推
進
と
需
要
拡
大
を
図

る
た
め
、
お
か
や
ま
森
づ
く
り
県
民
税

を
活
用
し
実
施
し
て
い
る
事
業
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

１
　
お
か
や
ま
の
木
で
つ
く
る
快
適
環

　
境
整
備
促
進
事
業

　
木
材
は
、
空
気
中
の
湿
度
を
調
節
す

る
、
熱
を
伝
え
に
く
い
、
衝
撃
を
吸
収

し
や
す
い
な
ど
優
れ
た
性
質
を
持
っ
て

お
り
、
近
年
で
は
、
そ
の
良
さ
が
見
直

さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。

　
岡
山
県
で
は
、
人
と
環
境
に
や
さ
し

い
木
材
を
使
っ
た
快
適
環
境
を
創
出
し

よ
う
と
、
公
共
施
設
や
学
校
等
と
い
っ

た
普
及
展
示
効
果
の
高
い
施
設
に
お
い

て
、
県
産
材
を
利
用
し
た
内
装
整
備
や

木
製
用
具
を
導
入
す
る
場
合
、
必
要
な

事
業
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
補
助
率
１
／
２
以
内
）

○
木
と
ふ
れ
あ
う
空
間
整
備
事
業

　
公
共
施
設
等
の
新
築
・
増
築
・
改
修

に
伴
う
床
・
壁
等
の
内
装
木
質
化
整
備

に
対
し
て
助
成
す
る
。

○
木
製
用
具
等
整
備
事
業

　
学
童
用
机
・
椅
子
、
テ
ー
ブ
ル
、
木

製
用
具
、
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
の
整

備
に
対
し
て
助
成
す
る
。

も
の
で
す
。
利
用
者
か
ら
「
木
の
温
か

み
が
感
じ
ら
れ
、
座
り
心
地
も
と
て
も

良
い
」
と
好
評
を
得
て
い
ま
す
。
今
年

度
に
は
公
共
施
設
等
に
一
三
〇
基
設
置

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
岡
山
県
で
は
、
こ
れ
ら
の
取
組
等
を

通
じ
て
、
日
常
生
活
の
中
で
木
材
に
触

れ
ら
れ
る
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
県
民
の
皆
さ
ん
が
木
材
の
良
さ
を
実

感
さ
れ
、
県
産
材
を
生
活
に
取
り
入
れ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
今
後
と
も
さ
ま

ざ
ま
な
取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
林
政
課
　
木
材
需
要
拡
大
推
進
班
）

２
　
晴
れ
の
国
木
の
ぬ
く
も
り
と
や
す

　
ら
ぎ
の
場
提
供
事
業

　
多
く
の
人
に
、
森
林
か
ら
の
贈
り
物

と
し
て
木
の
ぬ
く
も
り
と
や
す
ら
ぎ
の

場
を
提
供
し
、
木
材
の
良
さ
を
実
感
し

て
も
ら
う
た
め
、
県
産
材
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
用
し
た
ベ
ン
チ
を
製
作
・
設
置
し

て
い
ま
す
。

　
平
成
十
六
年
度
に
は
、
「
晴
れ
の
国

お
か
や
ま
国
体
」
「
輝
い
て
！
お
か
や

ま
大
会
」
の
競
技
会
場
や
駅
・
バ
ス
停

な
ど
県
内
一
二
九
箇
所
に
一
、
〇
〇
〇

基
設
置
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
二
〇
〇

基
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
も

配
慮
し
た
意
匠
を
公
募
し
て
製
作
し
た

県産材を利用した公共施設

県産材を利用学童用机・椅子

ＪＲ岡山駅新幹線ホーム
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普

及

情

報

林業の機械化に取り組むコマツはグラップルのレンタルも各種取り揃え対応いたします。�
１日からでもお気軽にご利用下さい。�
�

コマツのグラップルレンタル機ラインナップ�コマツのグラップルレンタル機ラインナップ�
〒708-0014  岡山県津山市院庄921-1


コマツ中国㈱岡山北支店

ＴＥＬ.（0868）28－2261

ベースマシン�

機械質量�

接地幅�

グラップルメーカー�

型式�

最大開口幅�

最小掴み径�

ウインチ�

PC45MR-1�

4.9㌧�

1,960㎜�

コマツ�

LH03-3E�

1,185㎜�

105㎜�

有�

PC78US-5�

7.4㌧�

2,320㎜�

イワフジ�

GS65LHV�

1,620㎜�

95㎜�

無�

PC138US-2�

13.9㌧�

2,490㎜�

松本システム�

MSE45LGS�

1,910㎜�

80㎜�

無�

PC138USPC45MR

▼
林
内
作
業
車
の
安
全
な
使
用
▲

　
昨
年
十
月
の
台
風
第
二
十
三
号
災
害

に
よ
る
森
林
の
復
旧
に
当
た
っ
て
は
、

多
く
の
林
家
の
皆
様
方
も
日
々
作
業
に

当
た
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
風
倒
木
の
搬
出
作
業
に
お
け
る
事
故

が
多
い
こ
と
か
ら
、
林
内
作
業
車
を
中

心
と
し
た
材
の
搬
出
に
当
た
っ
て
の
注

意
事
項
を
説
明
い
た
し
ま
す
。

○
荷
掛
け
作
業
に
お
け
る
注
意
点

①
林
内
作
業
車
の
け
ん
引
力
に
応
じ
た

重
量
の
荷
掛
け
す
る
。

②
荷
掛
け
は
、
林
内
作
業
車
に
近
い
と

こ
ろ
か
ら
行
う
。

③
重
な
っ
て
い
る
材
は
、
原
則
と
し
て

上
側
の
材
か
ら
荷
掛
け
す
る
。

④
荷
し
ば
り
は
、
木
口
に
近
い
部
分
に

行
う
。

⑤
ス
リ
ン
グ
ロ
ー
プ
に
は
、
原
則
と
し

て
材
を
一
本
づ
つ
荷
掛
け
す
る
。

⑥
急
斜
地
で
の
荷
掛
作
業
は
山
側
で
行

う
。

⑦
材
の
引
き
寄
せ
は
、
事
前
に
選
定
し

た
待
避
場
所
に
移
動
し
た
後
行
う
。

○
引
き
寄
せ
作
業
に
お
け
る
注
意
点

　
引
寄
せ
た
材
が
根
株
な
ど
の
障
害
物

に
か
か
ら
な
い
場
所
に
位
置
さ
せ
、
車

体
を
材
の
引
寄
せ
る
方
向
に
向
け
ま

す
。
斜
め
か
ら
の
引
寄
せ
作
業
は
、
林

内
作
業
車
の
横
滑
り
や
転
倒
の
危
険
が

あ
り
ま
す
。

　
小
型
の
林
内
作
業
車
は
、
一
般
的
に

軽
量
で
、
ウ
イ
ン
チ
で
材
を
直
引
き
す

る
際
に
車
体
が
転
倒
す
る
恐
れ
が
あ
る

の
で
、
立
木
や
伐
根
に
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ

な
ど
で
堅
固
に
固
定
し
て
集
材
作
業
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ウ
イ
ン
チ
作
業
は
、
必
ず
荷
掛
け
者

の
合
図
に
従
っ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
積
み
込
み
は
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
行

い
、
走
行
中
の
荷
崩
れ
防
止
の
た
め

に
、
荷
締
器
な
ど
で
固
定
し
て
く
だ
さ

い
。

・
急
斜
面
の
上
方
か
ら
の
集
材

　
斜
面
で
の
集
材
で
は
、
原
則
的
に
上

げ
荷
と
し
ま
す
が
、
や
む
を
得
ず
、
下

げ
荷
と
す
る
場
合
、
直
引
き
で
材
を
引

き
下
ろ
す
と
、
車
体
に
向
か
っ
て
材
が

滑
落
し
、
衝
突
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
必
ず
、
ガ
イ
ド
ブ
ロ
ッ
ク
等
を
利

用
し
て
、
迂
回
し
て
集
材
し
ま
し
ょ

う
。

・
急
傾
斜
の
下
方
か
ら
の
集
材

　
材
を
引
き
上
げ
る
場
合
は
、
車
体
の

横
転
を
防
止
す
る
た
め
に
ガ
イ
ド
ブ

ロ
ッ
ク
等
を
利
用
し
て
、
迂
回
し
て
集

材
し
ま
す
。

　
な
お
、
材
の
鼻
上
げ
に
よ
る
抵
抗
を

少
な
く
す
る
た
め
、
ガ
イ
ド
ブ
ロ
ッ
ク

等
は
で
き
る
だ
け
高
い
位
置
に
取
り
付

け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
走
行
に
お
け
る
注
意
事
項

　
林
内
作
業
車
は
、
急
傾
斜
地
で
、
か

つ
、
不
整
地
な
ど
条
件
の
悪
い
箇
所
を

走
行
す
る
場
合
が
多
く
、
そ
の
う
え
重

量
物
で
あ
る
材
を
集
材
す
る
の
で
、
林

内
作
業
車
の
転
倒
、
転
落
に
つ
い
て
、

特
に
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
障
害
物
は
、
極
力
避
け
て
走
行
す

る
。
②
急
斜
面
を
横
切
る
よ
う
な
走
行

は
転
倒
の
危
険
が
あ
る
の
で
行
わ
な

い
。

③
ギ
ア
チ
ェ
ン
ジ
は
早
め
に
行
い
、
急

坂
走
行
中
に
は
行
わ
な
い
。

（
林
政
課
　
林
業
普
及
指
導
員
）

正しい� 誤っている�

誤っている�正しい�

上げ荷の場合�

下げ荷の場合�

オートマチックブロック�
使用　　　　　�

滑落�
危険�

横転危険�
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「
奈
義
町
森
林
組
合

　
　
　
　
　
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
」

勝
英
普
及
指
導
区

　
今
回
は
、
森
林
災
害
復
旧
の
最
前
線

で
活
躍
中
の
、
奈
義
町
森
林
組
合
フ
ォ

レ
ス
タ
ー
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
奈
義
町
森
林
組
合
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
は

現
在
二
十
一
名
で
、
二
四
歳
か
ら
六
六

歳
（
平
均
年
齢
五
二
・
六
歳
）
と
、
若

手
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
幅
広
い
年
齢
構

成
に
な
っ
て
お
り
、
日
々
、
現
場
作
業

の
中
で
、
林
業
技
術
の
継
承
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
、
ま
た
、
福
永
組
合
長
も
積

極
的
に
現
場
に
赴
き
、
若
手
の
育
成
に

特
に
力
を
入
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
作
業
班
は
林
産
班
と
造
林
班
に
分
か

れ
て
い
ま
す
が
、
昨
年
の
台
風
第
二
十

三
号
に
よ
り
発
生
し
た
、
約
五
百
七
十

五
㌶
の
風
倒
木
被
害
を
早
急
に
復
旧
す

べ
く
、
現
在
は
、
両
班
と
も
に
風
倒
木

の
復
旧
作
業
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

　
八
月
上
旬
の
厳
し
い
暑
さ
の
中
で
、

汗
、
木
く
ず
ま
み
れ
に
な
り
、
風
倒
木

の
伐
倒
・
整
理
・
地
拵
え
等
を
行
っ
て

い
る
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
に
、
現
場
か
ら
の

声
を
伺
い
ま
し
た
。

自
然
の
恐
ろ
し
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。」

　
「
風
倒
木
は
、
折
り
重
な
る
よ
う
に

倒
れ
て
い
る
の
で
、
ど
の
よ
う
に
作
業

を
進
め
て
い
く
か
判
断
が
難
し
い
で

す
。
」

　
「
倒
木
に
よ
り
、
見
通
し
が
き
か
ず

林
内
を
歩
く
の
も
難
し
く
、
所
有
者
の

境
界
確
認
が
大
変
で
す
。
」

○
風
倒
木
の
伐
倒
は
大
変
危
険
を
伴
う

作
業
で
す
が
、
労
働
災
害
を
未
然
に
防

止
す
る
た
め
に
、
特
に
気
を
つ
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　
「
風
倒
木
は
倒
れ
方
が
様
々
で
、
ど

の
部
分
に
力
が
か
か
っ
て
い
る
か
判
断

し
に
く
い
場
合
が
多
い
の
で
、
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
を
よ
り
慎
重
に
扱
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
退
避
場
所
を
十
分
に
確
保

し
て
か
ら
作
業
を
始
め
て
い
ま
す
。
」

　
「
伐
倒
前
に
は
、
周
囲
の
状
況
確
認

を
今
ま
で
以
上
に
行
う
よ
う
、
留
意
し

て
い
ま
す
。
」

　
「
か
な
り
き
つ
い
仕
事
な
の
で
、
今

日
の
疲
れ
を
明
日
へ
残
さ
な
い
た
め
、

早
め
の
就
寝
に
心
が
け
て
い
ま
す
。
」

　
奈
義
町
森
林
組
合
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
に

は
、
ふ
る
さ
と
の
か
け
が
え
の
な
い
森

林
を
一
日
も
早
く
復
旧
し
て
ほ
し
い
と

い
う
、
地
域
の
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

（
林
業
普
及
指
導
員
　
平
見
正
則
）

地
域
の
森
林
・
林
業
を�

　
　
　
　

支
え
る
人
た
ち�
地
域
の
森
林
・
林
業
を�

　
　
　
　

支
え
る
人
た
ち�

○
未
曾
有
の
風
倒
木
災
害
を
目
の
当
た

り
に
し
て
感
じ
た
こ
と
や
、
風
倒
木
被

害
の
復
旧
に
当
た
り
現
場
か
ら
の
声
を

お
聞
か
せ
願
い
ま
す
。

　
「
被
災
さ
れ
た
森
林
所
有
者
に
は
、

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
子
供
や

孫
た
ち
に
奈
義
の
緑
豊
か
な
す
ば
ら
し

い
山
を
残
し
て
い
く
た
め
に
、
私
た
ち

奈
義
町
森
林
組
合
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
が
、

責
任
を
持
っ
て
復
旧
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
」

　
「
自
分
た
ち
が
植
林
、
下
刈
、
間
伐

と
育
て
て
き
た
森
林
が
一
瞬
に
し
て
な

ぎ
倒
さ
れ
、
涙
が
出
ま
し
た
。
」

　
「
広
戸
風
の
す
ご
さ
は
聞
い
て
は
い

ま
し
た
が
、
実
際
に
体
験
し
て
み
て
、
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普
及
指
導
最
前
線

LLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLL

長
船
美
し
い
森
に
お
け
る

『
森
と
海
を
つ
な
ぐ
植
樹
の
つ
ど
い
』

の
開
催
に
つ
い
て

岡
山
普
及
指
導
区

　
瀬
戸
内
海
の
海
の
幸
に
栄
養
を
も
た

ら
す
原
点
と
も
い
え
る
森
林
を
育
み
、

そ
の
大
切
さ
を
再
認
識
す
る
と
と
も

に
、
自
然
環
境
保
全
意
識
の
高
揚
を
目

的
に
、
「
森
と
海
を
つ
な
ぐ
植
樹
の
つ

ど
い
」
が
平
成
十
七
年
五
月
十
七
日

（
火
）
長
船
美
し
い
森
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
つ
ど
い
は
昨
年
、
総
社
市
久
米

の
山
火
事
跡
地
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た

の
に
、
続
き
二
回
目
で
す
。

　
当
日
は
、
岡
山
県
の
沿
岸
漁
協
の
担

い
手
で
あ
る
漁
協
青
壮
年
部
員
及
び
女

性
部
員
や
、
指
導
的
立
場
で
あ
る
漁
業

士
ら
七
十
二
名
（
内
女
性
二
十
一
名
）

の
参
加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
大
半
は
普
段
、
海
の
上
で

仕
事
を
し
て
い
る
の
で
、
山
の
斜
面
で

の
作
業
に
四
苦
八
苦
で
し
た
が
、
現
地

に
は
た
め
く
、
漁
業
者
の
魂
で
あ
る

「
大
漁
旗
」
に
元
気
づ
け
ら
れ
、
シ
ラ

カ
シ
、
ア
ベ
マ
キ
、
コ
ナ
ラ
等
六
〇
〇

本
を
植
樹
し
ま
し
た
。

　
普
段
は
、
海
を
中
心
と
し
た
生
活
を

し
て
い
る
漁
業
者
で
す
が
、
今
回
の
つ

ど
い
で
、
森
林
が
豊
か
な
海
を
育
む
か

け
が
え
の
な
い
存
在
で
あ
る
こ
と
を
自

ら
が
植
樹
を
行
う
こ
と
で
再
認
識
し
ま

し
た
。

　
主
催
し
た
漁
協
団
体
は
、
今
後
も
こ

う
い
っ
た
活
動
を
積
極
的
に
行
い
た
い

意
向
な
の
で
、
普
及
指
導
区
と
し
て
も

広
く
森
林
の
大
切
さ
・
重
要
性
を
普
及

す
る
た
め
、
支
援
を
続
け
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

（
林
業
普
及
指
導
員
　
黒
田
尚
道
）

『
風
倒
木
処
理
作
業
に
係
る
労
働

安
全
指
導
』
に
つ
い
て

津
山
普
及
指
導
区

　
　
昨
年
十
月
に
発
生
し
た
台
風
第
二

十
三
号
に
よ
り
、
津
山
普
及
指
導
区
で

は
県
全
体
の
被
害
面
積
の
四
割
に
あ
た

る
約
二
千
㌶
の
風
倒
木
被
害
を
受
け
ま

し
た
。
現
在
、
森
林
組
合
や
素
材
生
産

業
者
等
に
よ
り
、
風
倒
木
処
理
作
業
が

積
極
的
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
森
林
災
害
復
旧
が
本
格
化
す
る
に
伴

い
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

倒
木
処
理
作
業
に
よ
り
労
働
災
害
の
発

生
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
当
普
及

指
導
区
で
は
去
る
六
月
十
六
、
十
七
日

に
、
県
民
局
、
県
森
連
、
木
材
関
係
団

体
及
び
林
業
・
木
材
製
造
業
労
働
災
害

防
止
協
会
岡
山
県
支
部
津
山
分
会
の
合

同
に
よ
る
労
働
安
全
指
導
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
当
日
は
、
管
内
二
箇
所
の
原
木
市
場

に
お
い
て
、
風
倒
木
の
安
全
作
業
チ
ラ

シ
を
、
市
場
に
搬
入
す
る
運
材
ト
ラ
ッ

ク
運
転
手
に
手
渡
し
、
現
場
の
作
業
従

事
者
へ
の
配
布
を
依
頼
し
た
ほ
か
、
ト

ラ
ッ
ク
の
ボ
デ
ィ
ー
に
安
全
作
業
を
啓

発
す
る
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
を
貼
り
付

け
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
現
在
、
六
十
台
の
広
報
ト
ラ
ッ
ク
が

日
々
の
運
材
作
業
を
通
じ
て
、
安
全
作

業
の
意
識
啓
発
に
一
役
買
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
定
期
的
に
行
っ
て
い
る
巡
回

指
導
で
は
、
現
場
の
作
業
状
況
を
確
認

す
る
と
と
も
に
、
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
や
素

材
生
産
業
者
に
対
し
基
本
に
立
ち
返
っ

た
安
全
作
業
の
徹
底
を
指
導
し
て
い
ま

す
。

　
倒
木
処
理
作
業
も
順
調
に
進
ん
で
い

ま
す
が
、
今
後
も
引
き
続
き
、
作
業
現

場
の
巡
回
指
導
に
よ
り
安
全
作
　
業
の

励
行
及
び
防
災
意
識
の
向
上
に
努
め
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
（
林
業
普
及
指
導
員
　
掛
屋
晶
則
）　

植樹する漁協関係者

植樹の集いが開催された長船美しい森

広報に向う運材トラック
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研

究

だ

よ

り

の
地
域
農
林
水
産
室
と
地
域
建
設
室
の

有
志
の
方
々
で
す
。
熱
心
な
助
言
や
技

術
協
力
を
得
て
生
ま
れ
た
の
が
「
ま
に

わ
型
草
抑
え
法
面
被
覆
パ
ネ
ル
」
で

す
。

　
写
真
１
が
最
初
の
試
作
品
で
す
。
鋼

製
ア
ン
グ
ル
の
枠
に
木
材
を
は
め
込
ん

で
固
定
し
ま
し
た
。
劣
化
し
た
木
材
を

取
り
替
え
る
だ
け
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で

長
期
使
用
が
可
能
で
す
。
問
題
は
鋼
製

ア
ン
グ
ル
枠
の
価
格
と
重
量
で
す
。

　
パ
ネ
ル
の
価
格
軽
減
と
軽
量
化
を
は

か
っ
た
の
が
写
真
２
で
す
。
鋼
製
ア
ン

グ
ル
枠
を
簡
略
化
し
、
写
真
の
奥
か

ら
、
ア
ン
グ
ル
鋼
材
の
場
合
は
２
本

で
、
平
鋼
材
の
場
合
は
３
本
で
裏
打
ち

し
て
パ
ネ
ル
化
し
ま
し
た
。
手
前
は
木

材
に
よ
る
横
木
２
本
で
裏
打
ち
し
た
も

の
で
す
。

　
写
真
３
は
軽
量
化
し
た
パ
ネ
ル
の
表

面
と
使
用
し
た
木
材
の
形
状
を
示
し
て

い
ま
す
。
写
真
右
側
の
パ
ネ
ル
は
「
角

材
」
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
柱

角
を
半
割
り
し
、
幅
方
向
と
厚
さ
方
向

を
交
互
に
並
べ
て
、
パ
ネ
ル
表
面
に
縦

縞
の
凹
凸
を
も
た
せ
た
も
の
で
す
。
価

格
は
比
較
的
安
価
で
す
。
中
央
は
「
丸

棒
加
工
材
」
を
使
用
し
た
も
の
で
す
。

こ
れ
は
辺
材
が
削
り
落
と
さ
れ
て
、
心

材
の
露
出
が
多
い
の
で
耐
久
性
に
は
優

れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
加
工
費
の
面
で

割
高
と
な
り
ま
す
。
左
側
の
パ
ネ
ル
は

剥
皮
し
た
丸
太
を
タ
イ
コ
挽
き
し
て
半

割
り
に
し
た
「
３
面
挽
き
材
」
を
使
用

し
て
い
ま
す
。
価
格
は
角
材
使
用
の
パ

ネ
ル
と
同
じ
程
度
で
す
。
重
量
は
裏
打

ち
材
の
種
類
に
か
か
わ
ら
ず
、
い
ず
れ

の
パ
ネ
ル
も
１
ｍ
×
１
ｍ
の
大
き
さ
で

五
十
㎏
程
度
で
す
。

　
「
草
抑
え
法
面
被
覆
パ
ネ
ル
」
は
真

庭
市
（
旧
湯
原
町
内
）
の
国
道
三
一
三

号
バ
イ
パ
ス
の
延
長
六
〇
〇
ｍ
に
本
年

度
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

採
用
さ
れ
る
の
は
比
較
的
安
価
で
、
風

害
木
利
用
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
と
い
う

理
由
で
、
写
真
３
の
左
側
「
３
面
挽
き

材
」
の
パ
ネ
ル
と
な
り
ま
し
た
。
裏
打

ち
は
木
製
横
木
２
本
で
す
。
な
お
、
農

道
や
林
道
へ
の
利
用
に
つ
い
て
も
検
討

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

風
害
木
の
用
途
開
発
　

　
岡
山
県
木
材
加
工
技
術
セ
ン
タ
ー　

　
昨
秋
の
台
風
二
十
三
号
に
よ
る
風
害

木
の
用
途
開
発
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま

す
。

　
強
風
に
も
ま
れ
た
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の

造
林
木
は
健
全
に
見
え
る
も
の
で
も
幹

の
繊
維
が
傷
つ
い
て
い
る
こ
と
が
多
い

も
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
建
築
用
構

造
材
な
ど
曲
げ
や
引
張
り
の
力
に
耐
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
へ
使
う
の

は
危
険
で
す
。
造
作
用
材
な
ら
耐
力
は

要
し
ま
せ
ん
が
、
キ
ズ
も
の
で
は
商
品

に
な
り
ま
せ
ん
。
チ
ッ
プ
や
ロ
ー
タ

リ
ー
単
板
な
ど
小
さ
な
エ
レ
メ
ン
ト
に

し
て
接
着
剤
で
固
め
る
な
ら
、
安
全
な

材
料
と
し
て
の
用
途
が
広
が
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
私
た
ち
に
求
め
ら
れ
る
の

は
木
材
（
木
部
の
固
ま
り
）
の
ま
ま
で

使
う
こ
と
。
し
か
も
、
地
元
の
現
有
の

加
工
施
設
で
処
理
で
き
る
こ
と
で
す
。

　
木
か
ら
求
め
ら
れ
る
条
件
は
、
キ
ズ

の
部
分
に
力
学
的
負
担
が
か
か
ら
な
い

こ
と
。
至
近
距
離
で
の
美
観
性
を
要
し

な
い
こ
と
で
す
。

　
外
野
席
に
知
恵
を
頼
っ
て
、
『
風
害

木
用
途
開
発
の
た
め
の
応
援
団
』
を
招

集
し
ま
し
た
。
美
作
県
民
局
真
庭
支
局

写真２　軽量化したパネル（裏面）写真３　軽量化パネルの表面と使用木材の断面形状

写真１　初試作パネル（裏面）
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▼
▼
▼
お
知
ら
せ
▲
▲
▲

「
風
倒
木
処
理
技
術
の
向
上
に

よ
る
事
故
防
止
を
」

　
平
成
十
六
年
の
台
風
第
二
十
三
号
に

よ
る
森
林
災
害
の
復
旧
が
本
格
化
す
る

中
、
危
険
が
伴
う
風
倒
木
を
安
全
に
処

理
す
る
技
術
な
ど
を
向
上
し
よ
う
と
、

岡
山
県
と
林
業
・
木
材
製
造
業
労
働
災

害
防
止
協
会
岡
山
県
支
部
の
共
催
で
、

「
安
全
作
業
技
術
向
上
研
修
会
」
が
八

月
十
日
、
勝
央
町
の
岡
山
県
林
業
試
験

場
で
開
催
さ
れ
、
県
内
の
各
地
の
森
林

組
合
や
素
材
生
産
業
者
の
作
業
班
員
三

十
二
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
午
前
の
部
で
は
、
林
業
・
木
材
製
造

業
労
働
災
害
防
止
協
会
岡
山
県
支
部
の

指
導
に
よ
り
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
が
、

県
内
で
発
生
し
た
事
故
を
基
に
安
全
対

策
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
安
全
作
業
の

基
本
事
項
を
お
互
い
に
再
確
認
し
ま
し

た
。
続
い
て
、
岡
山
県
農
林
水
産
部
林

政
課
の
職
員
か
ら
、
風
倒
木
処
理
作
業

に
お
け
る
注
意
事
項
と
し
て
、
機
械
操

作
の
遵
守
事
項
の
講
義
を
受
け
ま
し

た
。

　
午
後
か
ら
は
試
験
場
内
の
演
習
林
に

場
所
を
移
し
、
「
ウ
イ
ン
チ
付
き
グ

ラ
ッ
プ
ル
」
や
「
フ
ォ
ワ
ー
ダ
」
、

「
林
内
作
業
車
」
を
実
際
に
操
作
し
、

安
全
な
作
業
技
術
の
向
上
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

　
研
修
を
終
え
た
参
加
者
か
ら
は
、

「
事
故
原
因
の
解
説
や
安
全
対
策
の
話

し
合
い
が
自
己
啓
発
に
な
っ
た
」
、

「
安
全
な
操
作
方
法
が
よ
く
わ
か
っ

た
」
な
ど
、
平
素
行
っ
て
い
た
作
業
の

改
善
点
を
確
認
で
き
た
と
の
声
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。

　
岡
山
県
で
は
、
安
全
な
作
業
技
術
を

し
っ
か
り
と
身
に
つ
け
、
現
場
で
実
践

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
引
き
続
き
普
及

啓
発
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

「
風
倒
被
害
地
へ
高
性
能
林
業
機
械
の

導
入
を
促
進
」

　
岡
山
県
で
は
、
風
倒
木
被
害
地
の
復

旧
処
理
に
お
い
て
、
事
故
を
防
止
し
、

安
全
で
効
率
的
な
作
業
を
行
う
た
め

に
、
高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
を
促
進

し
て
い
ま
す
。

　
平
成
十
五
年
度
に
六
台
、
十
七
年
度

に
五
台
を
導
入
し
、
現
在
、
津
山
市

等
、
県
北
各
地
の
風
倒
木
被
害
地
の
現

場
で
復

旧
処
理

に
活
躍

し
て
お

り
、
早

期
復
旧

が
期
待

さ
れ
て

い
ま
す

（
林
政
課
　
林
業
振
興
班
）

「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
有
効
活
用
に

向
け
た
新
た
な
取
組
に
つ
い
て
」

　
岡
山
県
で
は
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の

利
活
用
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
十
五

年
三
月
に
「
お
か
や
ま
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
研
究
開
発
会
議
」
か
ら
提
言
さ
れ
た

方
策
を
踏
ま
え
、
森
林
・
林
業
の
活
性

化
や
、
環
境
と
調
和
し
た
資
源
循
環
型

社
会
の
形
成
、
ま
た
、
地
球
温
暖
化
の

防
止
対
策
の
一
環
と
し
、
今
年
度
か
ら

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源

と
し
て
有
効
活
用
す
る
新
た
な
取
組
を

始
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
国
の
地
域
再
生
計
画
に
認
定

さ
れ
た
「
お
か
や
ま
グ
リ
ー
ン
バ
イ

オ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
基
づ
く
も
の

で
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
豊
富
な
真
庭

地
区
を
モ
デ
ル
と
し
て
実
施
し
て
い
ま

す
。
三
井
造
船
（
株
）
が
（
独
）
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構

の
助
成
を
受
け
真
庭
産
業
団
地
に
建
設

し
た
「
エ
タ
ノ
ー
ル
製
造
実
証
プ
ラ
ン

ト
」
に
、
真
庭
郡
木
材
事
業
協
同
組
合

と
真
庭
森
林
組
合
が
製
材
廃
材
や
風
倒

木
を
収
集
・
チ
ッ
プ
化
し
て
原
料
と
し

て
供
給
、
当
プ
ラ
ン
ト
で
そ
れ
を
糖

化
・
発
酵
さ
せ
て
エ
タ
ノ
ー
ル
が
製
造

さ
れ
ま
す
。

　
県
は
、
原
料
供
給
に
要
す
る
経
費
を

一
部
助
成
し
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
供
給

体
制
の
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

十
月
か
ら
は
こ
の
エ
タ
ノ
ー
ル
を
ガ
ソ

リ
ン
に
三
％
混
合
し
た
「
Ｅ
３

（
イ
ー
・
ス
リ
ー
）
」
を
県
真
庭
支
局

や
真
庭
市
の
公
用
車
の
燃
料
と
し
て
モ

デ
ル
的
に
利
用
し
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

活
用
法
の
一
つ
と
し
て
広
く
県
民
に
Ｐ

Ｒ
す
る
予
定
で
す
。

　
最
近
、
全
国
各
地
で
飼
料
用
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
や
サ
ト
ウ
キ
ビ
、
建
設
廃
材
等

の
バ
イ
オ
マ
ス
を
活
用
し
同
様
の
試
み

が
始
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
本
県
で
の

取
組
の
よ
う
に
地
域
で
製
造
し
た
エ
タ

ノ
ー
ル
を
地
域
で
利
用
す
る
「
バ
イ
オ

マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
」
は
、

全
国
で
最
初
と
な
り
ま
す
。

　
県
で
は
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
な

が
ら
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
を
活
用

し
た
地
域
づ
く
り
を
今
後
と
も
推
進
し

て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
林
政
課
　
木
材
需
要
拡
大
推
進
班
）

バイオエタノール製造
実証プラント（真庭産業団地）

。

プロセッサ（津山市森林組合）
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日本産原木しいたけ栽培を応援します

品質の信用が第一です

〈本　　部〉鳥取市富安１丁目８４番地　電話　0857－22－6161

〈鳥取駐在〉鳥取市古郡家２１１番地　　電話　0857－51－8132

《
農
林
水
産
部
長
表
彰
【
林
業
】
》

○
横
張
精
一
（
新
見
市
大
佐
大
井
野
）

①
阿
新
地
区
山
林
種
苗
生
産
組
合
長

②
長
年
、
造
林
用
苗
木
の
生
産
や
育
苗

技
術
の
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

○
福
原
達
夫
（
津
山
市
新
野
東
）

①
岡
山
県
指
導
林
家

②
森
林
施
業
の
技
術
指
導
や
広
報
活
動

等
に
よ
り
地
域
林
業
の
振
興
に
貢
献

し
て
い
る
。

《
農
林
水
産
部
長
表
彰
【
団
体
指
導
】
》

○
中
島
元
幸
（
新
見
市
高
尾
）

①
新
見
市
森
林
組
合
代
表
理
事
組
合
長

②
組
合
の
着
実
な
健
全
経
営
と
広
域

合
併
を
成
し
遂
げ
た
。

二
　
第
四
十
四
回
全
国
林
業
経
営
推
奨

行
事
《
大
日
本
山
林
会
会
長
表
彰
》

○
森
秋
義
（
真
庭
市
清
谷
）

　
素
材
生
産
、
苗
木
生
産
、
米
作
を
組

み
合
わ
せ
た
モ
デ
ル
的
な
複
合
経
営

を
行
っ
て
い
る
。

三
　
平
成
一
七
年
度
農
山
漁
村
い
き
い

き
シ
ニ
ア
活
動
表
彰

《
林
野
庁
長
官
賞
》

○
山
久
世
林
業
研
究
会
（
真
庭
市
）

　
間
伐
講
習
会
や
作
業
道
の
整
備
、
計

画
的
な
森
林
施
業
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
（
林
政
課
林
業
普
及
指
導
員
）

  

平
成
十
七
年
度

　
表
彰
行
事
受
賞
者
の
紹
介

　
長
年
、
林
業
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
た

方
々
の
受
賞
が
決
定
し
ま
し
た
。
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

（
文
中
、
①
主
な
役
職
、
②
功
績
を
記

し
て
い
ま
す
。
敬
称
略
）

一
　
第
三
十
八
回
岡
山
県
農
林
漁
業
功

労
者
表
彰

《
知
事
表
彰
【
林
業
】
》

○
前
田
忠
志
（
新
見
市
千
屋
）

①
元
阿
新
圏
域
森
林
・
林
業
活
性
化
促

進
議
員
連
盟
会
長

②
長
年
、
地
域
林
業
者
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
林
業
振
興
に
尽
力
し
て
い
る
。

○
内
藤
三
治
（
吉
備
中
央
町
上
田
西
）

①
岡
山
地
区
樹
苗
生
産
組
合
長

②
長
年
、
造
林
用
苗
木
の
生
産
や
林
業

後
継
者
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

《
知
事
表
彰
【
団
体
指
導
】
》

○
豆
原
義
重
（
真
庭
市
三
崎
）

①
林
業
・
木
材
製
造
業
労
働
災
害
防
止

協
会
岡
山
県
支
部
長

②
県
内
の
林
業
労
働
災
害
の
防
止
に
取

り
組
む
と
と
も
に
全
国
レ
ベ
ル
の
国

産
材
製
材
協
会
を
設
立
し
た
。

グループを代表して
参加した、山口会長
と田辺さん

新
見
市
神
郷
女
性
林
研
が
全
国

林
業
グ
ル
ー
プ
コ
ン
ク
ー
ル
出
場

 
　
　
中
四
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
一
位

　
八
月
十
日
、
十
一
日
に
山
口
市
で
開

催
さ
れ
た
「
第
十
一
回
　
中
国
・
四
国

ブ
ロ
ッ
ク
林
業
グ
ル
ー
プ
コ
ン
ク
ー

ル
」
で
新
見
市
神
郷
女
性
林
業
研
究
グ

ル
ー
プ
が
一
位
と
な
り
、
岡
山
県
と
し

て
は
、
昨
年
の
勝
山
町
林
業
研
究
会
に

続
き
二
年
連
続
の
快
挙
と
な
っ
た
。

　
大
会
に
は
、
会
長
の
山
口
紀
久
子
さ

ん
と
田
辺
町
子
さ
ん
が
本
県
代
表
と
し

て
参
加
。
中
四
国
９
県
の
代
表
が
そ
れ

ぞ
れ
、
グ
ル
ー
プ
の
活
動
に
つ
い
て
発

表
し
た
。

　
そ
の
結
果
、①
特
産
品
の
開
発
、森
林

林
業
教
育
な
ど
の
分
野
で
活
発
に
取
り

組
ん
で
い
る
、②
後
継
者
の
育
成
に
積

極
的
に
取
り
組
み
成
果
を
上
げ
て
い
る

と
の
２
点
が
評
価
さ
れ
、中
四
国
の
代

表
に
選
ば
れ
、来
年
二
月
末
に
東
京
で

開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
す
る
。

 

全
国
大
会
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　

KKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKK
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木　材（８月26日）


樹種

�
�
�

杉


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
桧


















松


長さ

�

３ｍ

�
�

４ｍ

�

６ｍ

�
�
�

３ｍ

�
�
�
�
�

４ｍ

�
�
�
�

６ｍ


�
３ｍ

４ｍ


径　級

７～13

14細


14～16

18～20

７～12

18～22

24～28

16～18

７～10

11～13

14細


14～16

18～20

22～24

26㎝上

７～13

14㎝


16～18

20～22

24～28

30㎝上

14㎝

16cm


18～20

22㎝上

18～24

24～30

直　　材 

本100


5

11

12


本180

7

8


15

本170

本150


16

22.5


24

23

23


本270

22


25.5

22

20

23

18

40

40

27

8


12
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小 曲 り 

本70

本70


4

4

2

5

5

6


本70

本70


4

18

18

19

19

2


15

21

17

17

18

13

33

35

15

5

7
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概　　　況

出荷材積�

約   700k�
�
　杉�
中目材　横ばい�
柱　材　横ばい�
小径木　横ばい�
�
�
�
　桧�
中目材　横ばい�
柱　材　横ばい�
小径木　横ばい�
�
�
�
�
�
�
�
�
記号�
△　強気配�
－　横ばい�
▼　弱気配�

資料：岡山県森連勝山木材共販所市況速報、価格は中値。 


乾しいたけ（７月22日）�


・出品Ｋ数　　　　  4.1ｔ

・価格高値　　　　6,000円

・安　　値　　　　   320円

・総 平 均　　　　3,077円


銘　柄�
�
香 信 大 �
香 信 中 �
香 信 小 �
小 間 �
香 信 山 成 �
バ レ 大 �
バ レ 中 �
ス ラ イ ス �
花 ど ん こ �
上 ど ん こ �
並 ど ん こ �
並並どんこ�
小玉どんこ�
山成どんこ�
こ う こ �
格 外 �

価　　　格

平　均


5,000

4,100

2,780

－

－


3,000

2,750

3,010

－

－


4,000

2,900

1,940

2,680

4,230

1,680



高　値


6,000

4,890

4,190

－

－


4,510

4,910

4,330

－

－


5,190

3,890

2,760

3,450

5,390

3,330

相場



△�
○�
○�
－�
－�
○�
◎�
○�
－�
－�
○�
△�
△�
△�
○�
○�

価格：円／㎏

（相場）

　強：◎　保合：○　弱：△ 

資料：岡山県森連椎茸共販所市況速報 




�
単位：千円／k

樹　　　種

�
�
ス　ギ

�
�
ヒノキ

�
マ　ツ

�
米マツ

�
北洋アカマツ

ホワイトウッド 


寸　　　　　　　　法 

�
正角３ｍ　10.5㎝角

�
正角３ｍ　12㎝角

�
正角３ｍ　10.5cm角

正角３ｍ　12㎝角

平角４ｍ　10.5 ～12㎝×15～18㎝

正角３ｍ、４ｍ　10.5㎝角

平角３ｍ、４ｍ　10.5×15～21㎝

タルキ４ｍ　3.8㎝角

間柱３ｍ　2.7㎝×10.5㎝


等級

特等�
特等�
特等�
特等�
特等�
特等�
一等�
特等�
特等�
特等�
特等�

区分

Ｇ�
Ｋ�
Ｇ�
Ｋ�
Ｋ�
Ｋ�
Ｇ�
Ｇ�
Ｇ�
Ｇ�
Ｋ�

安値～高値

28,000～33,000

45,000～50,000

30,000～35,000

45,000～50,000

60,000～62,000

60,000～62,000

35,000～40,000

40,000～41,000

40,000～41,000

40,000～41,000

49,000～50,000


製　材（８月下旬） 


注：価格は、岡山県内の市場の相場を参考とした。�

募金期間�
春のみどりの月間：  4月1日～  5月31日�
秋のみどりの月間：10月1日～10月31日�

緑の募金で�
　CO２ダイエット！�

21世紀は森林の世紀�

（社）岡山県緑化推進協会�
岡山市錦町１－８　TEL・FAX （086）221－9511
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── 安全・人と自然・調和 ──
造林木を野生動物の食害から守る

〔野生獣類忌避剤〕コニファー水和剤　　〔幼令樹保護カバー〕くわんたい
〔樹皮食い防止に〕バークガード　　　　〔野生草食獣食害防止〕防獣ネット
〔クズ専用除草剤〕クズノック・ザイトロン・ザイトロンフレノック
〔樹幹注入剤〕センチュリーエース
（お問い合わせ申し込みは県森連・森林組合へ）
　販売元：原岸株式会社　　　　　　　　　　大同商事㈱大阪営業所
　　　　　TEL：086－465－7136　　　　　　　  TEL：06－6231－2819

岡山県治山林道協会
本所　〒703－8233  岡山市高屋225－１
　　　　　　　　 TEL（086）271－3711
　　　　　　　　 FAX（086）271－3773
支所　〒708－0013  津山市二宮1849－２
　　　　　　　　 TEL（0868）28－9360
　　　　　　　　 FAX（0868）28－9363

社団
法人

緑 豊 か な 自 然 を 守 る
　　　　治山・林道事業の普及啓発、技術援助
　　　　治山・林道の調査、測量、設計
　　　　森林整備の総合計画
　　　　治山・林道に係る用地測量
　　　　公共事業に係る保安林業務
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編
　
集
　
岡
山
県
庁
林
政
課
内

発
行
人
　
岡
山
県
林
業
改
良
普
及
協
会

林
声
　
平
成
十
七
年
九
月
二
十
日
（
三
八
三
号
）

 日本植生は環境緑化技術を創造し、地球環境の保全に貢献します。�
間伐材利用生分解型植生シート�間伐材利用植生マット�間伐材利用厚層植生マット� 再生紙利用植生シート�間伐材利用植生シート�

 東中国支店／津山市高尾580-1　　　TEL（0868）28-0256�
 岡山営業所／岡山市横井上1328-2   TEL（086）294-1000

切土土砂用� 盛土用�切土軟岩用� 盛土用� 盛土用�

「岡山県エコ製品」の認定を受けた５品目�
 間伐材や古紙を有効利用した法面緑化資材です。�

加入できる森林は

保険金が出るのは

加 入 期 間 は

¡岡山県農林水産部治山課　電話番号 086（224）2111（代表）
086（226）7455（直通）

木製水叩き工�

間伐材等木材の有効利用と�
　　　　県産材の需要拡大を図る�

株式会社　ケ ン モ リ�
（岡山県森林組合連合会　出資会社）�

〒700－0866　岡山市岡南町2丁目5番10号�
　　　　　　  （ＴＥＬ）086－224－7343�
　　　　　　  （ＦＡＸ）086－224－2655


